
有限責任中間法人日本卸電力取引所と同日発表

平成２０年１１月１１日

日本卸電力取引所におけるグリーン電力等の卸電力取引の開始について

有限責任中間法人日本卸電力取引所（JEPX）において、１１月１７日（月）
より、「グリーン電力等の卸電力取引」（略称：グリーン電力卸取引）を開始す

ることとなりました。

１． 背景と経緯

我が国の温室効果ガス排出量の約３割を占める電気事業分野における地球

温暖化対策は喫緊の課題となっており、電気事業者は「自主行動計画」の策定

により CO2排出原単位の低減に向けた取組を推進してきたところです。

本年７月にとりまとめられた総合資源エネルギー調査会電気事業分科会に

おける電力分野の環境適合に関する検討を踏まえ、有限責任中間法人日本卸電

力取引所（JEPX）において新たな電力取引の具体的な仕組みの検討が行われ
てきました。今般、取引に係るルールやシステムが固まったことから、同取引

所において、１１月１７日（月）からグリーン電力卸取引の試行が開始される

ことになりました。

２． 取引の概要

本取引においては、日本卸電力取引所の一般電気事業者や PPSで構成される
会員間でグリーン電力と京都メカニズムクレジットを売買できます。（別紙参照）

本スキームにおけるグリーン電力とは、原子力や水力、風力、太陽光などの

発電時にＣＯ２を排出しない電源から発電される電気のことです。また、火力

発電由来の電気を京都メカニズムクレジットによってＣＯ２排出係数をゼロに

調整した電気もこれに該当しますが、これについては、来年４月を目途に取引

開始予定となっています。

経済産業省としては、こうした取組を通じて、CO2 排出係数の良い電力の小
売が促進されることや、原子力や水力、太陽光等のゼロ・エミッション電源開

発が推進されることを期待しています。



３． 今後のスケジュール

１１月１１日（火） プレス発表

１１月１４日（金） 取引参加者等を対象とした説明会（日本卸電力取引所主催）

１１月１７日（月） システムの運用開始
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掲示板データ詳細

掲示番号 1234 商品種 非排出電源

※1
売/買 売り分類 水力

詳細内容

戻る登録

グリーン電力卸取引

概要文 流込式水力からの週間量約束型

型 非定型

受渡期間 ：平成21年8月～9月
量 ：50,000kWh/週（月～日）
価格 ：10円/kWh以上

不足1kWhにつき9円 /kWh支払います。
超過1kWhにつき4円 /kWh貰い受けます（但し，1,000kWh/週まで，それ以上は0円）。

発電量（自主計量値）のリアルタイム伝送（約15分遅れ）可能
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